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8月6日（土）

一【時間】 18:00-19 : 30 【場所】ローソン串本店様裏～串本港

※荒天の場合は、 7日（日）に順延

7月31日（日）
誨
［時間】 10:00-11:30

［場所】橋杭海水浴場 ※小雨決行

~!)~~釘ブ
［時間I13 : 00-16: 30 
［場所】文化センター大ホール

混 螂
【B寺晶り】 20 : OD -27 : OD 

【場所】串本港

※荒天の場合は、 7日（日）または8日（月）に延期

※このコーナーヘ掲載を希望の方は、申講書テータ、写真データを添付して企画財政課のメー）レアドレスまて送1寸するか、企
画財政課へ甲請轡と写真データを直接お持ちください。写真を直接お持ちいただいてもかまいません。
申請言は，町のホームページからダウンロードいただくか、企画財政課窓口で配布しています。
【対象年酌］ 3歳児まで（掲載希望が多い場合は、抽選とさサていただきます。）投稿有効期間3ヶ月。
お問い合わせは企画財政課まで な 073562 0556 メールアドレス kikakuzais巳＠town.kushimoto.wakayama.10

8月7日（日）
ぶ尋
【時間】 10:00~11: 30 

【場所】文化センター駐車場

已麦ム蝙
【時間】 13:00~ 

【場所】町立体育館

一【時間】 15:00~ 【場所】文化センター駐車場

※関連イベントとして串本海上保安署にこ協力し＼ただき、

巡視船体験航海が行われます。詳細は、本紙16ページ。

第
7
図

漆
本
よ
つ
り

そうま

杉本爽真くん (2歳）串本

「甘え上手なわが家のチピ大王。

誰も彼に逆らえません。」（母真弓さん）
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0世帯数…… 9,745世帯

國分
ひろや

尋矢くん (l歳）串本

「転勤により、串本へ帰ってきました。

やっばり串本は最高1!」（父雄一さん）

口もくじ

p 3 …•••第 7 回串本まつりのお知らせ

p 4……第2回定例会
p 6 …•••よろこびかなしみ

／串本町職員募集

p 7……後期高齢者医療保険からのお知らせ
p 8 …•••特集樫野埼灯台官舎
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・袋地区避難路、避難所高度計測

・天皇陛下お目通しの木の植樹
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・菌床椎茸寄贈

P 14……保健センターだより
P 16 …•••お知らせ＆行事

【男性．．． 8,749 人・女性 •••9,992 人】

【平成23年5月31日現在】
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■震
災
後
の
防
災
対
策
の
取
組
み

串
本
町
に
お
け
る
防
災
対
策
の
現
状

と
し
て
は
、
住
民
の
方
々
に
対
し
、
沌

波
の
第
一
波
が
短
貼
間
で
来
襲
す
る
と

い
う
わ
が
町
の
地
勢
か
ら
、
『
地
震
の
揺

れ
が
治
ま
れ
ば
、
直
ち
に
高
台
等
へ
避

難
す
る
こ
と
]
を
最
優
先
と
し
て
、
釉
々

の
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
対
箪
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
の
大
定
災
を
教
訓
と
し
た
新
た

な
取
組
み
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

先
ず
は
、
職
員
に
よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、
こ
れ
に
地
震
・

沖
波
の
専
門
家
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
招

き
、
現
在
の
串
本
町
の
防
災
対
策
の
見

此
し
作
業
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
各
地

似
の
避
難
路
や
避
難
場
所
等
の
再
点
検

も
諜
題
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
各
地

域
の
自
‘
十
防
災
会
の
皆
さ
ま
と
と
も
に

点
検
、
見
直
し
作
業
を
行
い
ま
す
。
そ

の
|
で
‘
避
難
時
の
指
椋
と
な
る
海
抜

表
示
板
の
設
似
を
/H
い
た
い
と
考
え
ま

す。■町
民
の
命
を
守
る
た
め
の
政
策

「今

lnl
の
巨
人
津
波
に
さ
ら
わ
れ
た

方
の
中
に
救
命
胴
衣
を
着
用
し
て
い
た

こ
と
に
よ
り
一
命
を
取
り
留
め
た
方
が

い
た
」
と
い
う
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

津
波
到
達
時
間
の
知
い
串
本
町
に

と
っ
て
、
昨
い
命
を
い
か
に
守
る
か
と

い
う
こ
と
が
重
要
な
観
点
で
あ
り
ま
す

の
で
、
避
難
時
の
救
命
胴
衣
着
用
を
推

進
す
る
為
、
購
人
費
に
対
す
る
補
助
制

度
を
荘
人
し
ま
す
。

ま
た
、
小
中
学
校
児
童
生
徒
の
安
全

確
保
の
た
め
に
、
救
命
胴
衣
と
防
災
頭

巾
を
配
価
す
る
こ
と
と
し
、
各
学
校
と

協
議
の
結
果
、
必
要
と
判
断
す
る
学
校

へ
配
備
し
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
学
屯

保
育
所
、
促
育
所
、
幼
稚
固
等
に
つ
い

て
は
、
配
備
対
象
幼
児
の
範
囲
筈
、
社

細
検
討
を
行
っ
た
卜
で
、
必
要
数
を
整

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
職
員
及
び
泊
防
団
貝
の
災

害
時
活
動
の
安
仝
確
保
を
目
的
に
、
救

命
胴
衣
装
着
を
義
務
付
け
る
こ
と
に
し
、

必
要
数
を
配
備
し
ま
す
。

災
害
時
に
お
け
る
要
援
護
者
の
＇
又
援

体
制
の
確
411
も
人
き
な
課
題
で
す
の
で
、

そ
の
t,-11
と
な
る
要
援
設
者
台
帳
整
備

を
民
生
児
箪
委
員
及
び
自
、
エ
防
災
会
の

方
々
と
述
批
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平成23年串本町議会第 2回定例会は、 6月15日に招集され、会期を 6月27日までの13日間として開会

されました。開会後、田嶋町長より、被災地への災害派遣や今後の防災の取り組みについて諸蔀告があり、

続いて諸議案について提案理由の説明が行われました。今月号ではその要旨についてご紹介いたします。

こ
の
度
の
束

H
本
大
震
災
は
、
串
本

町
に
も
人
き
な
爪
あ
と
を
残
し
、
津
波

に
よ
り
和
歌
川
東
漁
協
管
内
で
9
億
円

を
超
え
る
漁
業
被
古
が
あ
り
、
現
在
も

ス
レ
等
で
化
ぬ
養
殖
魚
も
出
て
い
ま
す
。

こ
の
被
古
の
救
済
拮
置
に
つ
い
て
は
、

■新
庁
舎
建
設

合
併
時
の
新
町
建
設
計
画
で
公
共
施

設
の
整
理
統
合
の
一
環
と
し
て
位
附
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
施
設
の
統
合
に
際

し
て
は
、
東
南
洵
・
南
海
地
定
に
備
え

て
、
災
害
活
動
の
中
核
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
拠
点
と
し
て
、
仕
民
の
利
便

性
は
考
慮
し
つ
つ
も
津
波
被
害
を
受
け

な
い
安
仝
な
場
所
に
整
備
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
基
本
方
針
を
も
と
に
、
貝
休
的

な
検
討
を
い
た
だ
く
た
め
、
庁
含
建
設

検
討
委
員
会
を
設
け
、
庁
舎
建
設
に
関

す
る
基
本
構
想
案
に
つ
い
て
諮
間
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■広
域
最
終
処
分
場
建
設

5
月
1
5
日
、
平
成
23
年
度
財
団
法
人

紀
南
環
桃
整
備
公
社
第
1
回
理
事
会
が

打
わ
れ
、

5
箇
所
の
候
補
地
旬
の
調
企

報
告
の
後
、
最
終
候
補
地
を
田
辺
市
「
稲

成
」
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
同

n
5

候
補
地
へ
の
説
明
を
一
斉
に
行
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

平
成
28
年
度
仇
用
を

LI指
し
、
地
域

に
か
け
る
迷
惑
や
心
配
を
で
き
る
限
り

少
な
く
す
る
た
め
、
安
仝
な
施
設
を
建

■震
災
後
に
お
け
る
新
た
な
政
策

■職
員
の
災
害
派
遣

短
期
派
遣
は
和
歌
山
県
が
、
中
長
期

派
遣
に
つ
い
て
は
町
村
会
が
そ
れ
ぞ
れ

取
り
組
む
と
い
う
分
担
か
行
わ
れ
て
お

り
、
よ
る
5
月
5
H
か
ら
1
0
H
ま
で
の
6

H
間
、
和
歌
川
眼
か
ら
の
派
遣
要
請
に

応
え
、
岩
手
県
山
田
町
の
避
難
所
運
営

の
た
め
に
臓
貝
2
名
を
派
逍
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
職
貝
組
合
か
ら
も
宮
山

巾
避
難
所
運
営
支
援
の
た
め
に
2
名
を

5
月
1
4
H
か
ら

22nま
で
の

9
H
間
派

遣
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
派
遣
要
請
が

あ
り
次
第
、
対
応
で
き
る
よ
う
体
制
を

整
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

■サ
ン
ゴ
の
湯
建
設

漁
業
関
係
者
の
皆
さ
ま
と
共
に
和
歌

IrI

県
知
事
に
対
し
陳
情
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

国
の
制
度
を
補
完
し
、
さ
ら
に
漁
業
者

の
経
営
安
定
を
図
る
施
策
と
し
て
、
現

制
度
を
拡
充
し
必
要
額
の

2
分
の
1
を

予
算
措
置
し
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
こ
れ
に
合
わ
せ
串
本
町

も
残
り
の

2
分
の

1
を
補
完
す
る
た
め

に
、
「
中
本
町
漁
業
振
興
資
金
利

f
袖

給
要
綱
」
と
「
串
本
町
中
小
池
業
融
資

保
祉
料
補
助
金
父
付
要
綱
」
を
制
定
し

ま
す
。こ
の
制
度
は
、
津
波
被
古
名
に
限
定

し
、
貸
付
を
行
っ
た
融
惰
機
関
に
対
す

る
利
子
補
給
と
債
務
保
証
を
行
っ
た
伯

務
保
証
機
閃
に
対
す
る
基
本
保
証
料
を

補
助
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に

よ
り
、
被
古
を
受
け
た
漁
業
者
の
皆
さ

ん
が
無
利
子
融
汽
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
国
に
お
け
る
中

小
漁
業
融
資
保
証
制
度
を
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
無
担
傑
、
無
傑
証
人
で
の

借
り
入
れ
も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

設
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
供
用
後
も

適
正
な
維
持
管
理
を
行
い
、
安
心
し
て

も
ら
え
る
よ
う
加
盟
1
1
巾
町
村
が
．
丸

と
な
っ
て
取
り
糾
ん
で
い
き
ま
す
。

建
設
場
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
費
用

血
を
考
慮
し
当
初
は
現
在
の
場
所
へ
の

建
て
痣
11え
を
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
束

H
本
大
裳
災
に
よ
る
津
波
被
害

の
状
況
を
み
る
と
、
少
し
で
も
高
い
場

所
へ
移
転
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
、

雨
天
練
習
場
前
の
空
き
地
（
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
の
練
習
場
）
に
移
転
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
こ
の
場
所
は
、
洵
抜
1
1

m
に
あ
り
、
現
在
地
よ
り
約
6
m
高
い

所
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の

利
用
者
の
状
況
を
み
る
と
、
翡
齢
者
や

障
宮
者
は
徒
歩
や
自
転
車
で
束
ら
れ
る

方
が
多
く
、
さ
ら
に
吉
緊
11
へ
の
移
軋
と

な
る
と
、
利
用
者
に
と
っ
て
身
体
的
な

負
担
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と

か
ら
、
総
合
的
に
判
断
し
場
所
を
決
定

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

利
用
者
の
み
な
さ
ま
に
は
、
ご
不
便

を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
、

年
没
内
の
営
業
再
開
に
向
け
て
鋭
意
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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後
期
i

齢
者
医
療
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

支
払
い
方
法
が

□6

の
い

． 
月• B月

し eしヽ．

生

熊

秀

司

中

桧

〖片
桐
渚
古
彫
川
町

／ 

橋 米

本地

知孝

奈壮

佐太

地

部町

／ 

袋松

田）泉

幸芳

香朗

西西

向 luJ

／ 

演 束

野

明智
n 
香成

須和

汀深

／ 

矢小

野守

友史

香朗

串二

本色

二
※広報への担栽を希望されない方は、 1』出の界に窓口にお巾し出ください。

(5月受付分敬祢略）

嬉

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

〈
出
生
児
氏
名
〉
〈
届
出
人
〉
〈
地
区
〉

ゆ

ず

苫

洵

野

柚

咲
9
]

と

み

小

宮

路

琴

芙

く

れ

あ

矢

口

紅

朱
つ
む
さ

谷

口

紬

さ

ら

赤

坂

紗

良
の

あ

人

藤

希

空

康

人

健

一歩学
真

哉
健

太

田

並

サ中直須虹
ぅ
台本 向江向

浦森北寺辻中小浅矢井慎名辻木宮福廣大坂 芝

野園地地 l)..j山野井倉田鍋田 l)..J下下島井岡本地

美 逹 セひ八た正啓光 BH i祁 美常 T• 正克 JlJl 巾• T 
工ろ代ま 進 代

代夫子み子ゑ已必子子 枝保治単已彦子枝枝

80 71 81 77 91 98 86 80 89 78 86 80 88 91 81 88 13 63 83 89 

田樫西津 閻 津津潮串出江串田串潮須田串大串
野

原野 1hj荷川荷荷岬本実田本並本削l汀．原本島本

お
誕
生
お
め
で
と
う

隻

ご
ざ
い
ま
す

こ
冥
福
を

零

お
祈
り
い
た
し
ま
す

川

口

史

博

串

本

・

（

新

田

文

有

田

串
本
町
で
は
、
次
の
と
お
り
平
成

2
4
年
度
採
用
職
員
を
＂
易
集
し
ま
す
。

マ
採
用
職
種

T①ー
—隣庫
ー務

3

名
程旧
1

昭
和
56
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方

r
釧
菜
知
篇
職

1
名
l

昭
和
51
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
建
築
士
免
許

(
l

級
ま
た
は

2
級
）
を

h
す
る
方
、

ま
た
は
建
築
設
計
技
術
を
習
得
す

る
た
め
の
声
晶
門
課
程
を
卒
業
し
た

方
（
卒
業
兄
込
み
含
む
。
）

言

墜
向
士い
畑

稚
園
教
諭

Iiil

昭
和
56
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
保
育
士
の
資
格
及

び
幼
稚
園
免
許
の
両
方
の
資
格
を

有
す
る
方
、
ま
た
は
平
成
21
年
3

月
ま
で
に
両
方
の
資
格
•
免
許
を

取
得
す
る
兄
込
み
の
方

了
試
験
日
時

第
一
次
試
験

平
成

23
年
9
月
1
8
n
（日）

第
一
一
次
試
験

平
成

23
年
10
月
中
旬
（
予
定
）

▼
受
付
期
間

平
成

23
年
8
月

2
n
（火）

i

平
成

23
年
8
月
18
日
（
木
）

午
訓

8
時
30
分
ー
午
後
5
時
ま
で

※
土
曜

H
、
日
曜
日
除
く
。

▼
提
出
書
類

1
自
箪
履
歴
書
（
市
販
の
履
歴
内
用

紙
。
職
歴
の
記
人
は
不
要
で
す
。
）

②
最
終
学
校
の
卒
業
証
明
書
（
卒
業

祉
古
の
写
し
可
）
、
ま
た
は
卒
業

兄
込
証
明
書

③
返
信
用
封
筒
（
仕
所
及
び
氏
名
を

記
入
し
、

80
円
切
手
を
貼
付
し
て

く
だ
さ
い
。
）

▼
提
出
方
法

必
要
上
口
類
を
整
え
、
串
本
町
役
場

総
務
課
へ
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
の
場
合
、
必
ず
書
留
郵
便
で
封

筒
の
表
に
「
職
員
採
用
試
験
巾
込
」

と
朱
書
き
し
、
役
場
総
務
諜
ま
で
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。
受
付
期
間
の
最

終

nの
消
印
什
効
と
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒

6
4
9
|
3
5
9
2

利
歌
川
県
束
牟
炭
郡
串
本
fQJ
串
本
ー

8
0
0
番
地
串
本
町
役
場
総
務
諜

6
0
7
3
5
1
6
2
_
0
5
5
5
 

（
直
通
）
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【資料①l
責
空
の
中
に
漆
喰
が
映
え
ま
す
。

改修前平面図 改修後平面図（建築当初の間取り）

［資料②］ピタリと納まった暖炉の鉄枠

今
も
梅
を
望
む

ま咆灯明 1
し和台治 2
t.:. 45は 3 0 
7 年‘年年
灯へ改へ前
台 1修 1の

て日ミき古灯現違）レ視台まで台在設弓
野としあかも
に並 tこる無現

か翌
ら難

入ふ゜石人役 1
れ 1illi 造化で
＇値 灯自稼
改涜 台動
修る 官点
了：歴
史
舎―枯

的
↓↓と
な

珊隈
ヽ造 雨
物な
のと
維に＝
持よは
とリ‘
俣老そ
朽の
化役
゜巨
令 を

【
資
料
R
】
地
元
住
民
か
ら
提
供
さ
れ
た

大
正

11
年
の
消
印
の
あ
る
絵
ハ
カ
キ

141
年
の
時
を
刻
み

H
本
最
古
の
石
造
灯
台
官
舎

■建
物
概
要

樫
野
埼
灯
台
官
舎
は
‘
樫
野
埼
灯
台

と
と
も
に
明
治
3
年

(
1
8
7
0
)
に
建

設
さ
れ
ま
し
に
。
石
材
を
用
い
て
建
設

さ
れ
た
灯
台
官
舎
と
し
て
は
口
本
最
古

の
建
造
物
で
、

1
8
9
0年
に
は
樫
野

沖
て
遭
難
し
に

L
ル
コ
軍
鑑
エ
ル

L
ゥ

ー
ル
ル
号
の
乗
組
員
に
ち
か
助
け
を
求

め
て
駆
け
込
ん
た
と
さ
れ
る
場
所
。
構

造
形
式
は
、
右
造
平
屋
の
木
造
寄
棟
造

（
よ
せ
む
ね
つ
く
リ
）
旱
根
。
現
在
は
国

の
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。設
計
者
は
、
開
国
後
「
江
戸
条
約
」

等
て
諸
外
国
か
ら
灯
台
を
整
備
百
る
こ

と
を
求
め
ら
れ
、
英
国
か
ら
El本
の
甲

治
政
府
に
派
遣
寸
る
灯
台
技
節
と
し
て

来
日
し
た
、
リ
チ
ャ
ー
ト
・
ヘ
ン

リ
ー
•
フ
ラ
ン
ト
ン

(
1
8
4
1
|
1

9
0
1
)
。
フ
ラ
ン
ト
ン
は
、
樫
野
埼

灯
台
を
始
め
、

26
の
灯
台
を
理
設
。
日

本
に
お
け
る
灯
台
の
基
礎
を
築
き
上
げ
、

「
El本
の
灯
台
の
父
」
と
し
て
知
ら
れ

■間
取
り
の
再
現

後
年
に
生
活
の
し
和
芍
い
よ
う
押
入

な
と
か
加
え
ら
れ
変
更
さ
れ
て
い
た
部

分
を
竣
工
当
時
の
園
取
り
に
復
原
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
【
資
料
げ
】

■新
た
な
発
見

改
修
が
進
む
に
つ
れ
、
今
ま
で
知
ら

れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
建
築
当
初
の
姿

か
徐
々
に
明
ら
か
に
な
リ
ま
し
た
。

ー
つ
目
の
発
見
と
し
て
、
収
納
棚
を

支
え
る
受
け
材
に
「
明
治
三
住
牛
三

月
吉
日
」
と
書
か
れ
に
竣
工
年
を
特
定

す
る
墨
書
を
発
見
。
長
さ

40セ
ン
チ
の

木
片
て
、
こ
れ
は
当
時
の
作
業
邑
が
書

き
残
し
た
も
の
と
見
ら
れ
、
文
献
以
外

発
見
さ
れ
た
墨
書

焦`

apゃ・J
令
，4

p,＂ 蔚

か
ら
建
造
年
か
衷
付
け
さ
れ
た
も
の
は

初
め
て
の
こ
と
で
す
。

二
つ
目
屋
根
を
撤
去
し
、
石
積
み

の
天
端
、
小
犀
組
〈
ト
ラ
ス
）
な
と
を
調

歪
し
に
結
果
、
竣
工
当
時
は
三
角
屋
根

（
寄
棟
屋
根
二
て
は
な
く
、
フ
ラ
ッ
ト

ル
ー
フ
（
陸
屋
根
）
て
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
団
代
の
流
れ
と

共
に
、
風
雨
か
非
常
に
強
く
、
そ
の
対

て
い
ま
す
。

装
節
か
施
さ
れ
た
洋
風
建
築
の
イ

メ
ー
シ
か
多
い
中
、
樫
野
埼
灯
台
、
同

官
舎
に
そ
う
い
う
も
の
か
見
当
た
ら
な

い
の
は
、
ゾ
ラ
ン
ト
ン
氏
が
津
築
家
て

は
な
く
技
術
者
た
っ
に
こ
と
て
、
建
築

物
に
概
能
性
・
合
理
性
を
求
め
た
か
ら

て
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

■改
修
に
あ
た
る
コ
ン
セ
プ
ト

和
歌
山
大
学
ジ
ス
テ
ム
工
学
部
環
境

シ
ス
テ
ム
学
科
の
本
多
友
常
教
授
が
官

舎
を
調
査
し
に
結
果
、
改
修
工
事
の
方

針
と
し
て
掲
げ
ら
れ
に
の
が
、
歴
史
的

文
化
費
産
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に

「
保
存
を
巨
的
と
し
た
維
持
の
修
理
」
、

「
修
理
を
浬
し
て
、
当
初
の
形
式
・
技

法
、
後
世
の
改
変
状
況
の
解
明
」
と
さ

れ
、
元
の
状
態
か
最
も
価
値
の
あ
る
も

の
と
考
又
ら
れ
、
こ
の
改
修
工
事
で
は
、

保
存
て
き
る
も
の
は
現
状
の
ま
ま
残
し

て
い
く
こ
と
に
な
リ
ま
し
た
。

策
と
し
て
後
年
に
改
修
が
施
さ
れ
、
国

根
か
付
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
の

こ
と
て
す
。

■暖
炉
枠
に
ピ
タ
リ

樫
野
埼
灯
台
官
舎
の
暖
炉
の
焚

□金

物
は
取
リ
外
さ
れ
た
状
態
て
し
た
。

そ
こ
て
以
前
、
痢
岬
灯
台
て
保
管
さ

れ
て
い
た
暖
炉
の
鉄
枠
が
田
辺
海
上
深

安
部
に
よ
リ
町
に
寄
贈
さ
れ
て
お
リ
、

樫
野
埼
灯
台
官
舎
の
暖
炉
に
合
わ
せ
た

と
こ
ろ
ピ
タ
リ
と
納
ま
リ
ま
し
た
。
【
資

料こど
う
や
ら
潮
岬
灯
台
も
ま
に
フ
ラ
ン

ト
ン
氏
の
骰
計
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
に

こ
と
か
ら
規
格
か
同
一
た
っ
た
様
て
百
。

■外
壁
の
漆
喰
塗
り

外
装
に
つ
い
て
は
、
地
＿
九
住
民
か
ら

提
供
さ
れ
た
大
正
11年
の
消
口
の
涜
否

官
舎
の
写
頁
の
ハ
カ
キ
【
資
料
⑤
】
を

復
原
の
参
考
と
し
た
ほ
か
、
甲
治
初
期

の
灯
台
の
写
真
て
も
、
海
側
か
く
っ
ぎ

リ
と
口
く
塗
り
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
判
弔
。
こ
れ
は
、
海
側
を
白
く
塗
る

こ
と
て
船
か
ら
の
視
認
性
を
高
め
る
エ

＼

ノ-9} 
9
¥
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海側から見た樫野埼灯台官舎

夫
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
古
い
瓦

に
漆
喰
が
付
雹
し
て
い
た
こ
と
、
大
正

期
の
写
真
の
屋
根
に
屋
根
漆
喰
か
確
認

さ
れ
て
お
リ
、
こ
の
改
修
に
て
再
現
さ

れ
ま
し
た
。

鍛
鉄
て
作
ら
れ
た
屋
根
の
軒
樋
、
縦

樋
の
受
げ
金
物
に
つ
い
て
も
、
欠
捐
し

て
い
る
部
分
は
職
人
の
手
作
業
て
に
た

い
て
作
っ
た
物
を
使
用
し
、
過
去
に
取

り
付
け
ら
れ
た
痘
跡
か
ら
鉛
を
流
し
込

ん
て
取
リ
付
け
る
同
様
の
手
法
て
作
業

が
行

nれ
ま
し
た
。

も
（

ふ

ぬ

■禾
目
塗
り
」

木
目
逗
リ
と
は
、
コ
ー
ロ
ッ
パ
て
は

現
在
て
も
家
貝
や
建
貝
等
の
木
所
に
多

く
用
い
ら
れ
て
い
る
そ
の
名
の
と
お
り

る
こ
と
が
圭
ま
し
い
と
剃
断
さ
れ
、
残

さ
れ
て
い
る
状
態
の
蔀
分
に
あ
え
て
手

を
加
え
百
保
護
寸
る
に
め
、
一
面
に
カ

ラ
ス
か
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

■そ
の
他
の
改
修
と
今
後

こ
の
改
修
工
事
て
は
、
他
に
ワ
イ

ヤ
ー
や
紐
筋
、
フ
レ
ー
ト
に
よ
る
構
造

補
強
か
施
さ
れ
て
い
ま
サ
。

改
修
後
の
予
定
と
し
て
は
、
土
、

El
、

祝
祭
日
に
一
般
向
け
に
展
示
さ
れ
る
予

定
て
時
期
は
未
定
て
す
。

現
在
、
宰
本
町
て
は
、
こ
の
度
改
修

さ
れ
に
樫
野
埼
灯
台
官
舎
、
樫
野
埼
灯

台
と
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
選
難
慰
霊
碑

を
合
わ
せ
て
、
国
の
史
跡
文
化
財
の
指

定
、
重
要
文
化
財
へ
の
登
録
を
目
指
し

て
取
リ
組
ん
て
い
ま
す
。

木
の
目
を
描
く
装
飾
技
法
。
油
性
や
水

性
の
ペ
ン
キ
を
使
用
し
、
「
筆
」
や
「
ヘ

ら
」
を
用
い
て
木
の
巨
を
描
い
て
い
き

ま
す
。樫
野
埼
灯
台
官
舎
に
お
い
て
も
、
建

具
・
建
具
枠
・
窓
・
窓
枠
に
こ
の
装
飾

が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
こ
れ
ま
て
の

調
査
て
唯
認
さ
れ
て
い
ま
し
に
。
し
か

し
、
は
ほ
す
べ
て
の
木
目
塗
り
は
ペ
ン

キ
て
塗
り
璽
ね
ら
れ
、
経
年
劣
化
か
ら

ペ
ン
キ
は

0
0割
れ
て
お
り
、
状
態
は

良
く
あ
リ
ま
せ
ん
て
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
度
の
改
修
て
新
た
に

木
目
塗
り
を
施
し
、
竣
工
当
初
の
雰
囲

気
か
再
現
さ
れ
ま
し
に
。
ペ
ン
キ
で
塗

ら
れ
て
い
る
那
分
を
研
磨
し
て
下
地
処

理
を
行
っ
て
し
ま
え
は
、
建
設
当
初
の

和
歌
山
大
学
シ
ス
テ
ム
工
学
部

環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
建
築
設
計
研
究
室
教
授

串
本
町
の
宝
物
で
あ
る
樫
野
埼
灯
台
官

舎
が
、
そ
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
姿
を
取
り

戻
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お
喜
び
中
し
l
げ

ま
す
。阿
種
の
建
物
は
各
地
で
文
化
財
と
し
て

修
復
保
什
さ
れ
、
菅
島
灯
台
附
属
官
舎
の

よ
う
に
軍
要
文
化
財
指
定
を
受
け
て
い
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
灯
台
は
、

開
国
に
あ
た
り
慶
応
2
年

(
1
8
6
6
)

イ
ギ
リ
ス
公
使
パ
ー
ク
ス
よ
り
器
府
に
灯

台
設
置
の
安
求
が
あ
っ
た
も
の
で
、
数
年

間
の
う
ち
に
仝
同
で
一
十
数
か
所
が
建
設

さ
れ
ま
し
た
。

「
H
本
灼
台
史
」
に
は
明
治
3
年

(
1

8
7
0
)
の
樫
野
埼
灯
合
が
一
番
初
め
に

俎
設
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
が
、

今
回
の
修
理
で
中
務
杢
と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
と
み
ら
れ
る
部
屋
で
、
棚
を
文
え
る

受
け
木
（
長
さ
⑫
セ
ン
チ
、
幅
5
セ
ン
チ
）

の
衷
か
ら
「
明
治
一
：
年
牛
一
t

日
月
吉

H
」

と
書
か
れ
た
も
の
が
発
見
さ
れ
、
記
録
の

正
確
さ
が
実
証
さ
れ
ま
し
た
。
修
理
に
あ

［資料@]行った塗膜調査

，
 

｀
 

·• 
た
っ
て
は
、
こ
の
貨
巫
な
文
化
財
を
出
来

る
だ
け
遡
っ
て
保
存
す
る
こ
と
を
心
が
け

ま
し
た
が
、
後
年
に
加
え
ら
れ
た
変
更
の

痕
跡
も
保
仔
し
て
い
ま
す
。

駁
も
驚
い
た
こ
と
に
は
、
瓦
屋
根
の
姿

が
、
実
は
当
初
平
ら
な
陸
屋
根
で
造
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
し
た
。

復
肱
の
立
場
に
お
い
て
は
こ
こ
で
粋
犀
根

に
す
る
逍
も
あ

り
ま
し
た
が
、

イ
ギ
リ
ス
で
池

ら
れ
た
揉
準
図

が
大
島
の
過
酷

な
気
象
条
件
に

合
わ
ず
、
雨
漏

り
を
お
こ
し
た

た
め
改
造
さ
れ

た
こ
と
が
は
っ

き
り
し
て
い
る

た
め
、
修
復
は

後
補
の
小
屋
組

を
採
用
す
る
こ

鴫麗•

と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
特
に
珍
し
い
点
は
、
柔
ら
か
い
漆

喰
壁
の
上
に
雉
具
と
同
じ
よ
う
な
木
目
板

模
様
が
描
か
れ
て
い
た
こ
と
が
発
見
さ
れ

た
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
痕
跡
が
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
ぜ
ひ
一
度
実

物
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
息
い
ま

す。

修
理
と
い
う
推
理
と
発
見
の
軌
跡

ほ

ん

だ

と

も

つ

ね

本

多

友

常
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木
目
も
失
っ
て
し
ま
う
恐
れ
か
あ
る
こ
と

か
ら
、
新
し
く
施
す
木
巨
塗
り
の
下
地
と

し
て
ペ
ン
キ
て
塗
ら
れ
て
い
る
上
か
ら
、

漆
の
下
地
処
理
の
技
法
で
涜
る
半
田
下
地

9
9

ガ
オ

を
施
し
ま
し
に
。
こ
の
半
田
下
地
は
、
膠

や
砥
の
粉
を
用
い
接
雹
力
の
弱
い
平
滑
な

下
地
を
作
る
こ
と
が
出
来
る
に
め
、
今
後

将
来
に
お
け
る
復
原
処
理
か
可
能
て
す
。

【
資
料
4'】

後
年
に
押
入
れ
と
し
て
使
用
さ
れ
て
隠

さ
れ
て
い
た
部
分
に
は
、

15セ
ン
チ
幅
の

板
張
り
が
絵
て
表
現
さ
れ
て
い
ま
し
に
。

塗
膜
巽
査
し
に
結
果
、
漆
喰
の
壁
に
木
目

塗
リ
か
直
接
施
さ
れ
て
お
リ
、
今
ま
て
前

例
か
な
い
手
法
て
し
に
。
【
資
料
も
】

こ
れ
は
貴
軍
な
発
見
て
涜
リ
、
当
団
の

木
目
塗
リ
の
技
法
を
現
況
の
ま
ま
保
存
芍

木目塗りで使用された道具

疇
量『

［資料§l
押入れを取り除いた後に発見された木目塗り

木目塗りが織人の手によって施される様子
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1 まちのわたい

畑上 和繁さん

In古
座
町
議
会
議

U
と
し
て
地

h
自
治
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
た
畑
上
和
繁
さ
ん
が
平
成

23
年
和
歌
山
県
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

こ。f
 畑
卜
さ
ん
は
、
昭
和
59
年
7
月
か
ら
平
成

14
年
6
月
ま
で
の
間
、
旧
古
加
町
議
会
議
貝

と
し
て

20
年
に
わ
た
っ
て
地
力
行
政
に
携
わ

り
、
平
成
2
年
7
月
か
ら
平
成
4
年
6
月
ま

で
経
済
建
設
常
什
委
且
会
委
員
長
と
し
て
、

町
逍
古
田
里
牲
川
線
の
改
良
上
事
や
ー
ロ
座
郵

便
局
移
転
に
か
か
る
西
向
地
区
の
町
道
敷
設

な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
古
沖
占
座
川
消
防
組
合
議
会
議
員

や
古
座
川
水
道
令
業
団
議
会
議
貝
、
串
本
PIJ

占
座
PIJ
占
座
川
町
衛
生
施
設
事
務
組
合
議
会

議
貝
な
ど
多
く
の
公
職
を
多
年
に
わ
た
り
務

め
ら
れ
、

In古
座
町
の
発
展
に
寄
与
し
ま
し

た。
平
成

23年
和
歌
山
県
知
事
表
彰

地
方
自
治
の
振
興
に
尽
力

育
て
る
よ
ろ
こ
び
を
伝
え
た
い

i
 

l
 （

菌
床
椎
茸
を
串
本
幼
稚
園
に
寄
贈

i
 

6
月
2
日
、
串
本
椎
茸
株
式
会
社
よ
り
「
薗
床
椎

l
 

i
 

i

茸
」
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
串
本
幼
稚
園
に
寄
贈
さ
れ
ま
し

i

た
。
串
本
椎
茸
株
式
会
社
で
は
、
地
域
貢
献
の
一
環

ー
と
し
て
自
分
た
ち
で
栽
培
し
た
柑
耳
を
食
べ
て
も
ら

（

い
た
い
と
旬
年
、
保
育
所
や
小
学
校
に
歯
沐
を
提
仇

し
て
い
ま
す
。

l
 i

"困
沐
柑
耳
を
手
渡
さ
れ
た
後
に
園
児
た
ち
は
、
寄

i
 

l

贈
を
行
っ
た
同

tt
の
職
員
へ
「
い
つ
生
え
て
く
る

l

の
？
」
「
何
個
生
え
て
く
る
の
？
」
「
菌
床
は
何
で
で

（
き
て
い
る
の
？
」
な
ど
を
質
間
。
そ
の
後
、
固
児
達

に
よ
る
ダ
ン
ス
「
ド
コ
ノ
コ
ノ
キ
ノ
コ
」
が
披
露
さ

l
 

れ
ま
し
た
。

i
 

i
 

l

寄
贈
さ
れ

i

た
椎
茸
は
園

i

児
た
ち
の
手

l

で
栽
培
さ
れ

収
穫
さ
れ
た

i
 

後
、
食
育
教

i
 

l
 

i

育
の
一
環
で

i

年
長
糾
に
よ

l

っ
て
煮
込
みグ

ノ
ン
J
ー

i
 

の
具
材
と
な

l
 

l
 

i

る
そ
う
で
す
。

l
 

l
 

園
児
達
に
菌
床
椎
茸
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た

花尖大会 ご寄付のお願い
今年度の串本まつりの内容が決定いたしました。

今回は2週にわたり各種イベントを行い、串本節踊りと花火大
会は8月6日（士）に行います。また7月25日（月）には、熊野水
軍古座河内祭のタベにおいても花火大会の開催が予定されており

ま寸。

つきましては、花火大会を盛大に開催するため、町民の皆さま

から広くこ寄付を募らせていただきたいと思いま寸。

イベントの諏旨をこ理解し＼ただき、こ寄付をいただける方は、

下記にて受け付けておりますので、ご協力をお願いいたします。

ー寄付受付場所一

串本町役場本庁舎

串本町役場古座分庁舎

◇受付のお申し出•お問い合わせ先◇

串本まつり実行委員会事務局【串本町役場産業振興課内】 ft 0735-62-0557 
熊野水軍古座河内祭のタベ実行委員会【古座観光協会】 合 0735-72-0645

ほか

1 まちのわたい I 

一
次
避
難
所
に
て
薔
度
測
定
結
果
を
表
示
看
板

に
記
入
し
ま
し
た

テジタル高度言tの測定結果を確認する田嶋町長
と袋区の皆さん

使用したデジタル薔度計

1.5mのキンカンの苗木が植樹されました

避
難
路
・
避
難
所
の
海
抜
高
度
の
計
測
始
め
る

6
H
l
O
H
、
袋
地
区
に
お
い
て
住
民

ら
が
串
本
町
が
存
人
し
た
デ
ジ
タ
ル
高

度
計
を
使
用
し
て
避
難
所
の
海
抜
邸
度

を
計
測
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
計
測
と
な
っ
た
今
回
、
田

嶋
町
長
、
肋
災
対
策
宇
職
員
、
袋
地
区

自
‘
十
防
災
会
（
川
端
明
会
長
）
、
袋
区
束

出
明
区
長
ら
が
計
測
を
行
い
ま
し
た
。

使
用
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
・
閥
度

Ptは、

気
几
を
計
測
し
、
．
紬
度
を
割
り
出
す
と

い
っ
た
機
岱
で
、
既
に
地
図
卜
で
高
度

袋
地
区
自
主
防
災
会

が
表
ホ
さ
れ
て
い
る
地
点
を
基
準
点
と

し
て
ゼ
ロ
と
設
定
し
、
避
難
場
所
ま
で

持
っ
て
上
が
る
と
い
う
も
の
で
す
。
今

回
は
避
難
口
を
基
準
点
と
し
、
指
定
さ

れ
て
い
る
一
時
避
難
場
所
ま
で
の
計
測

を
行
い
ま
し
た
。

社
測
を
行
っ
た
自
主
防
災
会
の
川
端

会
長
は
「
（
避
難
場
所
は
）
安
心
で
き
る

闊
さ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
不
安
は
あ
り

ま
す
。
実
際
何
メ
ー
ト
ル
が
あ
る
の
か

分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
知
る
こ
と
が
で

き
て
よ
か
っ
た
Lo

と
話
し
、
束
出
区
長

は
「
非
常
に
良
い
こ
と
。
．
紬
さ
が
分
か
っ

て
避
難
す
る
時
の
目
安
に
な
る
。
ま
た

l
 

l
 

機
械
を
借
り
て
他
の
避
難
所
も
計
測
し

た
い
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

i

袋
地
区
の
一
時
避
難
場
所
は
令
部
で

i

7
箇
所
あ
り
、
今
回
計
測
し
た
避
難
所

l

は
17
間
帯
35
人
の
避
難
が
想
定
さ
れ
て

ll
 

l
 

い
ま
す
。
昭
和
21
年
に
発
生
し
た
巾
洵

l
 

地
霙
で
は
訊
メ
ー
ト
ル
の
沖
波
が
袋
地

区
に
押
し
寄
せ
ま
し
た
。

l

川
測
を
終
え
た
田
嶋
刷
長
は
「
区
民

l

の
方
々
が
川
測
に
参
加
し
、
実
際
翡
さ

ll
 

l
 

を
確
品
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
事
だ

l
 

と
思
い
ま
す
。

1
年
以
内
に
は
各
自
‘
十

防
災
会
と
協
力
し
て
町
内
に
あ
る
全
て

i

の
沖
波
避
難
所
等
の
計
測
を
終
え
た
い
。

i

出
来
る
限
り
皆
さ
ん
に
一
緒
に
計
測
し

l

て
い
た
だ
き
、
実
際
に
迎
難
蹄
を
確
辺
g

l
l
 

l
 

す
る
こ
と
で
改
善
す
る
部
分
も
兄
え
て

l
 

く
る
と
思
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
個

人
に
も
貸
し
出
し
て
、
自
分
達
で
避
難

i

場
所
を
確
保
す
る
お
手
伝
い
が
で
き
れ

i

ば
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ll
 

l
 

l
 

l
 

l
 

l
 

l
 

l
 

l
 

l
 

去
る

5
月
22
日
に
田
辺
巾
で
行
わ
れ
た
第
62
回

令
国
植
樹
祭
会
場
に
て
天
皇
陛
ド
に
よ
る
お
目
通

し
が
さ
れ
た
町
の
木
の
キ
ン
カ
ン
の
荀
水
が
6
月

2
H、
五
畳
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

植
樹
は
、

PlJ
議
会
の
演
田
勝
裕
議
長
、
町
教
育

委
員
会
の
野
呂
圧
人
教
育
長
、
重
畳
山
ス
ポ
ー
ツ

公
園
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
整
備
し
て
い
る
古
座
ミ

ニ
ク
ラ
ブ
の
岩
本
政
明
会
長
、
同
ク
ラ
ブ
の
今
井

康
氏
の

4
名
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

占
府
ミ
ニ
ク
ラ
プ
の
岩
本
会
長
は
「
天
皇
陛
ド

お
H
通
し
の
木
を
植
樹
し
て
も
ら
い
、
非
常
に
あ

り
が
た
い
で
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
愛
情
を
持
っ
て

管
理
し
て
い
る
よ
う
に
（
＂
田
木
も
）
み
ん
な
で
大

中
に
し
て
い
き
た
い
。
」
と
話
し
ま
し
た
。

愛
情
を
持
っ
て
管
理
す
る

天
皇
陛
下
お
目
通
し
の
木
植
樹

ふ
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保健センターだより 保健センター7月の行事予定は次のとおりです。

［乳幼児関係】
乳幼児健診

宍施日 時問 内 容

7月7口（木） 13 00-73:30 l歳6ヵ月児及ひ2歳6ヵ月児健診

7月14已（木） 13 00-73:30 10ヵ月児～1歳児健診

13 00~73:30 4ヵ月児健診＆BCG接種
7月28日（木）

13.30-74:00 6ヵ月児健診

※予防按柿，教室の会場は保徒センター 2階です。

※：種混合の予防接種対象は 7歳6ヵ月未満の方です。（：種混

合1期初lnlは20~56Hの間隊で3lnl核秤します。）
※MR3期（麻しん鼠しん混合）の接種対象は中学 1年生です。
※2神混合の松神対象は小学（げ「生です。

※日本脳炎接種対象は半成1:J年4月2日生まれ～半成15年4月
1 H生まれの））です。

乳幼児予防接種

実施日 実施時問 内 容

7月5口（火） 73・10-13:40 三種混合］期初回

7月2l□（木） 73・70-73:40 MR（麻しん風しん混合）2期 3期

7月25日（月） 12 40~73:70 已本脳炎

7月26El（火） 73, 70-73:40 ＝稲混合

7月28日（木） 13.00-73:30 BCG 

各種教室

実施日

7月8已（金）

7月27日（水） I73:30-

実施時問

9:30-ll :30 

内

母了相談

マタニティ教室（前期）

容

※健診等についてのお申し込み•お問い合わせは、

保健センター（合0735 62 6206)まで。

【成人関係】
7 ・ 8 • 9月分検診日程
実施日 受付時間 特定 吉大届 丘部 会場 日程案内地区

7月3日（日） 7.30-9.30 ．． ．． 大島開発総合センター 大島須江樫野

7月24E3(E3) 7 30-10 DD ．． ．． 保健センター 更西南北堀笠烏

8月21日（日） 7:30~10:00 ．． ．． 保健センター 矢ノ熊出雲

8月28日（日） 7,30-10.00 ．． ．． 串本町役場古座分庁舎
岩渕古田J:野山
津荷

9月4E3 (E3) 730-900 ．． ．． 中湊コミュニティー 中湊J:ノ丁
センター 中ノT下ノ丁

9月ll日（日） 730-1000 ．． ．． 保健センター 大水崎ゴ台繭野Ill
サン

●印は受けられる検診を表しています。
※特定健診につきましては、健診当日において串本町民であり、かつ平成氾年4月1日現在串本町閲民
偉奈保険に加入している40-74歳の方か対象となります。特定傑診受診の際には、串本町回民傑索保
険証をこ持参ください。
※中し込みをされていない方でも当日会塩にお越しいただければ受診てきま＂゚
（但し、特定健診 目かん検診は前日の夜9時以降絶食、大腰かん検診は検診再用容器か必要なので
その塩ては出来ません）
※特定健診希至の方は、国保保険証を持参くたさい。

健康相談

認知訂ー淫仰尻教］室囮汲蔚力訊者I募藻＇

合
年
度
、
高
校
2
年
生
の
方
て
、

海
外
研
修
〔
修
学
旅
行
、
語
学
研

修
等
）
へ
参

mさ
れ
る
方
か
新
た

に
M
R
4期
予
防
接
種
の
対
象
と

な
リ
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
学
校

か
ら
の
「

M
R
4
期
予
防
接
福
に

嬰
し
て
の
お
知
ら
せ
」
を
参
考
に

し
て
く
に
さ
い
。

町
外
の
高
校
に
逹
わ
れ
て
い
る

方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
予
防
接
種

て
き
る
医
寮
穂
関
か
あ
り

ま
び
の
て
串
本
町
保
健
セ

ン
タ
ー
ま
て
お
同
い
合
わ

巳
く
た
さ
い
。

認知症は、膨の機能か低下して日

常生活に支障をき応す状態のことて

サ。早期に発見し、対応才ることて

認知症の予防や発症を遅3せること

がてきる可能性か売リま団。

この教室では、和歌山県立医科大

学が開発したフロクラムに沿つて、

認知症について理解や予防の必要性

を学ひ、楽しみながら膨の運動が出

来るように進めていきます。

この機会に、膨を活性化させ、肪

を健やかに保つ生活を始めません

か？

実施日 受付時問 会 場

7月4日（月）
g:oo~ 10・00 江田区民会館

10:30~ l l :30 田並公民館

7月5日（火）
9:00-10.00 大島開発総合センター
l o : 3 0 ~ l l'3 0 出雲公民館

7月8日（金）
g:oo~ 10 oo 有E!3公民館
l o : 3 0 ~ 1 l'3 0 二色集会所

7月ll日（月） 13:00-14.30 保健センター2階
7月22日（金） 9:30~ 70 00 里）1|区民会館

9:30~10·30 津荷集会所
7月27日（水） 13:00-14.00 占田吉年クラフ

14:30~ 15'30 田原山村交流センター

※誰てもお気軽に会場へお越しください
（血圧測定や碇康についての相談を受けております）

歯周疾患検診について

平成23年4月1日～平成24

年 3月31Elまでの間で40歳

50歳 •60歳 •70歳になる方は今

年度無籾にて検診が受けられ

ます。

対象者の方には1固別通知い

たします。

受診期間

6月1日（水）～
12月22日（木）

個別がん検診

7月 1日（金）～9月30日（金）で実施します。
詳しくは、保健センターまで。

献血

実施日

7月12日（火）

受付時間

lo:00~16:00 

三＿
WAY駐車場
（ライオノズクラブ共催）

場

●

日

程

平
成

23年
9
月
9
E
l
ぶ金）、

17日
〈
士
）
、

30

日
（
金
）
、

10
月
14El
〈金）、

28
日
〔
金
）
、

11
月

11El
（金）、

25
日
（
金
）
、

12
月
2
E
l
〈金）

※
教
室
は
計

8
回
ニ
ー
ス
て
、

2
週
間
に

1
回、

約
3
ヶ
月
闇
継
続

●

時

間

午
後

1
特

30分
1
3時
30分

●

場

所

役
場
古
座
分
庁
舎

●

内

容
・
医
師
に
よ
る
講
演

「
認
知
症
の
正
し
い
理
解
と
予
防
に
つ
い

て」
・
認
知
概
能
検
査
と
医
的
に
よ
る
個
別
回
談

．
朕

L
レ
ー
ニ
ン
ク
ト
リ
ル
や

El記

・
ク
ル
ー
フ
、
⑮
人
て
取
り
組
む
活
動
（
折

リ
紙
指
編
み
な
と
）

●
対
象
者

65歳
以
上
の
方
て
、

8
回
洒
し
て
参
加
可
能

な
方

●

定

員

25名
（
先
看
順
）

●

費

用

無

料

●
申
込
方
法

希
望
者
は
平
成

23年
8
月
26
日
ぶ
金
）
ま
で

に
串
本
町
屎
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申
し
込
み

く
に
さ
い
。

6
0
7
3
5ー

6
2ー

6
2
0
6

予防接種名 1 接櫂対象者

平成6年4月2El～平成7年4月lEl生まれの方
（忘校2年生て海外研修に参如する方）

平成5年4月2日～平成6年4月1日生まれの方
（高校3年生相当）

申込方法

串本町保健セン

ターヘ申請

不要（対象者全

員に個別通知）

接種場所 接種期間

町内医療機関 I平成23年7月1日～
平成23年9月30日

§’ i} 
広報くしもと 2011．ワ 広報くしもと 2011．ワ ⑭ 



一

ー

串
本
町
で
は
、

IQJh駐
車
場
空
き

IX

画
の
使
用
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
巾
し
込
み
等
に
閃
す
る
こ
と
は
、

串
本
町
役
場
総
務
諜
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
受
付
物
件

・
物
件
番
号
①

大
水
椅
駐
車
場
（
第
5
号
地
）

串
本
町
串
本
2
0
0
0

—

9

賃

貸

料

月

額

1
0
0
0
円(1
区
両
）

・
物
付
番
号
③

旧
払
務
屈
跡
駐
車
場
（
第
8
り
地
）

串
本
町
串
本
1
9
2
1

貨

貸

料

月

額

1
0
0
0
円

T
前
10
時
30
分
ー
午
後

0
時

て

場

所

串
木
港
内
及
び
大
島
周
辺
洵
域

▼

内

容

•
F
R辺
海
卜
保
安
部
所
属
「
巡
視
船
み

な
べ
」
及
び
串
本
海
l
保
安
署
所
属

「
巡
視
艇
む
ろ
づ
き
」
に
よ
る
体
験

航
海

．
昧
串
本
海
中
公
固
セ
ン
タ
ー
の
協
JJ

に
よ
る
ウ
ミ
ガ
メ
放
流

※
み
な
べ
船
上
よ
り

•
み
な
べ
船
上
で
の
海
洋
環
塙
教
室

▼

定

員

1
0
0
名
（
み
な
ベ
・
む
ろ
づ
き
）

※
12
歳
木
泌
の
お
子
さ
ん
を
対
象
と

し
た
船
卜
環
境
教
室
を
実
施
す
る
こ

と
か
ら
、
お

f
さ
ん
迪
れ
を
優
先
と

し
た
先
着
順
と
し
、
定
員
に
な
り
し

だ
い
締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。

※
4
歳
未
泌
の
幼
児
は
乗
船
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
汁
意
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法

行
復
は
が
き

(
1
枚
に

3
名
ま
で
記

人
可
）
に
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
及
び
采
船
希
望
者
3
名

の
氏
名
、
年
齢
を
ご
記
人
の
う
え
、
串

本
海
上
保
安
署
ま
で
巾
し
込
み
く
だ
さ

い
。
返
信
は
が
き
が
乗
船
引
換
券
と
な

(
1
区
圃
）

•
物
竹
番
サ
③
ー
⑤

潮
岬
本
坊
地
駐
車
場
（
第
1
、
17
、

19E万
地
）

串
本
町
潮
岬
3
1
8
6
_
l
、
2

賃

貸

料

月

額

2
5
0
0
円(1
区
両
）

・
物
件
番
号
⑤
・
⑦

打
田
財
産
区
財
市
場
（
第
2
、
10
ログ

地）
串
本
町
有
田
2
8
3

—

2

賃

貸

料

月

額

2
0
0
0
円(1
区
向
）

▼
申
込
受
付
期
間

平
成

23
年
7
月
4
日
（
月
）

1

平
成
23
年
7
月
1
9
H
（火）

午
訓
8
時
30
分
ー
午
後
5
時
15
分

※

L
H
・

祝
H
除
く
。

▼
提
出
書
類

①
財
車
場
使
用
（
契
約
）
中
込
占
l
通

り
ま
す
。

※
定
員
計
算
に
必
要
な
た
め
、
年
齢

は
必
ず
記
人
く
だ
さ
い
。

▼
締
切
日

平
成

23
年
7
月
26
日
（
火
）
必
着

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
6
4
9

—

3
5
0
3

和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
串
本
町
串
本

2
1
1
3
|
3
 

串
本
海
|
保
安
習

60735

—

62

—

0226 

自
衛
官
＂
昴
集
相
談
員
は
、
入
隊
を
志

す

h
と
巾
町
村
・
阿
本
部
と
の
架
け
橋

と
な
り
、
人
隊
希
望
者
の
相
談
に
応
じ
、

安
心
し
て
自
衛
官
を
志
せ
る
よ
う
＇
又
援

連絡先

※
様
式
は
、
役
場
総
務
諜
で
お
渡
し

し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、

ご
捺
印
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
納
税
祉
明
土
口
（
町
税
に
木
納
が
な

い
証
明
）
ー
通

マ
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

串
本
町
役
場
総
務
課

60735

—

62

—

0555 

（
直
通
）

串
本
町
で
は
、
町
所
有
の
ド
記
の
十

地
の
購
人
希
望
者
を
次
の
と
お
り
券
集

し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
等
に
閃
す
る
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

屁
い
た
だ
く
か
、
串
本
町
役
場
総
務
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
売
払
物
件

す
る
こ
と
を
主
な
業
務
と
し
て
い
ま
す
。

平
成

23
年
度
募
集
相
談
貝
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

・
弓
場
一
席
（
ト
ロ
田
）

•
岡
昇
一
（
串
本
）

・
唐
澤
清
一
（
潮
岬
）

そ
の
他
l
名
の
計
4
名
で
す
。

自
衛
官
の
採
用
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
及
び
情
報
提
供
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
了
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

新
宮
地
域
事
務
所

60735_21

—

3449 

圃

お
知
ら
せ

次
の
手
続
き
は
、
水
道
諜
ま
で
電
話

連
絡
等
を
お
願
い
し
ま
す
。

0
開
始
（
新
た
に
水
道
を
使
用
す
る
と
き
）

・
家
を
新
築
し
て
水
逍
を
使
用
す
る

と
き
・
引
越
し
さ
れ
て
き
て
水
迫
を
使
用

す
る
と
き

身
体
障
古
者
連
盟
と
は
、
身
体
障
害

者
の
自
立
更
ザ
と
福
朴
増
進
を
図
る
こ

と
を

R
的
と
し
、
身
体
障
古
名
福
祉
払

に
店
づ
き
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
る

団
体
で
す
。

巡視船みなべ

串
本
洵
卜
保
安
署
で
は
、
串
本
ま
つ

り
の
協
賛
行
事
と
し
て
「
巡
視
船
の
体

験
航
海
」
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

雨
天
及
び
海
上
荒
天
の
場
合
は
中
小

と
な
り
ま
す
。

▼

日

時

平
成

23
年
8
月
7
日
（
日
）

0
中

止
（
水
道
の
使
用
を
や
め
る
と
き
）

・
改
築
上
事
や
旅
行
な
ど
で
長
貼
間

留
守
に
す
る
た
め
水
道
を
一
時
止
め

た
い
と
き

・
引
越
し
さ
れ
る
と
き

0
料
令
等
の
お
問
い
合
わ
せ

•
水
逍
料
令
の
お
問
い
合
わ
せ

・
ご
契
約
者
の
名
義
を
変
え
た
い
と

き・
請
求
書
の
送
付
先
を
変
え
た
い
と

ヤ
J

※
開
始
・
中
Ir
の
ご
連
絡
は
、
平

nの

午
前
8
時
30
分

1
午
後
5
時
に
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
数

nの
余
裕
を

も
っ
て
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

烹
向
い
合
わ
せ
先

串
本
町
役
場
水
道
課

60735

—

72

—

0082 

面
通
）

H
募

集

①
串
本
町
中
湊
字
和
田
ー
0

5
香
地

10

宅
地

l
6
5
.
2
9
,
m

売
却
価
格

4
7
2
h
円

＠
串
本
町
中
湊
字
和
田
ー
0

5
番
地
11

宅
地

l
6
4
.
1
4
2
m

先
却
価
格

5
0
9
ガ
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

串
本
町
役
楊
総
務
課

60735

—

62

—

0555 

（
直
通
）

串本町役場本庁舎

(TEL62-0555) 

串本町役場古座分庁舎
(TEL 7 2-0 0 8 1) 

本 病院
(TEL62-0635) 

座川病院

(TEL 72-0280) 

校教育課
(TEL 72-001 7) 

涯学習課

(TEL62-0006) 

本町図書館

(TEL62-4653) 

健センター
(TEL 6 2 -6 2 0 6) 

町内放送案内

（フリーダイヤル0120-928-649)

串本町ホームページアドレス
http://www.town.kushimoto.wakayama.」pi

串本町メールアドレス（代表）
kikakuzaisei@town.kushimoto.wakayama.jp 

串

古

学

生

串

保

I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
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7]国国国ロロロ
日曜 行車内容（時間） 場 所 主世課等

7木 人権行政相談 串本町役場 住民課

(13 30-15 30) 

8金 第22回 串 本 漁 港産業振興課

I ビルフィッシュ

10日 トーナメント1n串本

14木 行砂相談 古座 搭 祉センター 住民課

(13 30-15 30) 

21木 人権行政相談 和深公民館 住民課

(13 30-15 30) 

31日 海水浴まつり 橋杭海水浴場 産業振興課

(lO DO-ll 30) 

31 El サマーバンドライブ 串本町文化センター 産業振興課

(l3 00~16 30) 

‘ 

今年の火災・救急件数
-5月31日現在一

火災件数

建物 1件

林野 0件

その他 1件

合言t 2件

救急件数

交通 44件

急病 364件

その他 12ワ件

合言t 535件

火災のない住みよい豊かな町づくり

r 、
ゥマ今ジ響⑮
『1等・前後賞合わせて 3億円！』

発売期間は

平成23年7月11日（月）から
7月29日（金）まで

抽選日は23年8月9日（火）

| 

この宝くじの収益金は、市町村の

明る＜住みよいまちづくりに使われます。
ノ

刷
内
で
は
、
肢
休
・
視
カ
・
聴
力
な

ど
に
節
害
を
持
つ
多
く
の
方
が
こ
の
連

盟
に
加
人
し
活
躍
し
て
い
ま
す
。

身
体
障
古
者
手
帳
を
お
持
ち
の
皆
さ

ん
も
身
体
障
害
者
連
盟
に
加
人
し
、
社

会
参
加
の
輪
を
ひ
ろ
げ
ま
し
ょ
う
。

烹
問
い
合
わ
せ
先

串
本
町
役
場
保
健
福
祉
課

身
体
降
害
者
連
盟
係

6
0
7
3
5
1
6
2
_
0
5
6
2
 

（
直
通
）

世
界
最
北
の
サ
ン
ゴ
群
落
を
観
察
し

て
み
ま
せ
ん
か
？
海
中
公
園
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る

4
き
物
解
説
の
後
、
ラ
ム
サ
ー

ル
の
海
で
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
。
「
串

本
の
海
っ
て
こ
ん
な
に
な
っ
て
る
ん
や

ー
」
と
山
心
う
こ
と
間
迎
い
な
し
で
す
。

▼

日

時

①
平
成
23
年

8
月
2
3
n
（火）

②
平
成
23
年

8
月

25n（木）

午
前
10
時

1
午
後
4
時

▼

料

金

／

人

2
0
0
0
円

▼

対

象

小

学

4
年
4
以
上

（
小
学
生
は
保
設
者
同
伴
）

▼
申
込
方
法

串
本
調
停
懇
話
会
で
は
、
次
の
と
お

り
民
事
に
閃
す
る
調
停
相
談
会
を
行
い

ま
す
。
調
倅
申
し
立
て
の

h
払
、
調
停

は
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
る
の
か
、
調

停
で
解
決
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
効
力
が

あ
る
の
か
な
ど
、
実
際
に
民
事
調
伶
に

7
月
に
入
る
と
、
海
開
き
か
ら
始
ま
り
ビ
ル

フ
ィ
ッ
シ
ュ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
と
イ
ベ
ン
ト
が
続

き
ま
す
。
私
も
仏
報
担
当
に
な
っ
て
は
や
一
年
。

昨
年
は
異
動

H
初
日
か
ら
の
取
材
で
、
一
眼
レ

フ
カ
メ
ラ
を
実
際
使
用
す
る
の
は
初
め
て
の
中
、

き
ち
ん
と
万
真
が
撮
れ
る
の
か
不
安
で
い
っ
ば

い
。
前
任
者
の

T
さ
ん
に
も
圃
行
し
て
も
ら
い
、

無
心
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
て
い
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
一
年
が
経
ち
、
あ
い
か
わ
ら
ず
素

人
レ
ベ
ル
の
ヤ
ナ
真
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
少
し

コ
で
も
イ
ベ
ン
ト
の
雰
囲
気
が
伝

集
＿
＿
―
-
口
わ
れ
ば
と
思
い
な
が
ら
現
場
に

後
，
回
か
い
、
毎

lnl
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

編

押

し

続

け

ま

す

。

(
M
)

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

！ 串本町議会録画放送のお知らせ i 
: 7月ll日（月）より ZTVにて第2匝定：

： 例会一般質問の様子を録画放送しま寸。 ： 
i どうぞ皆様こ覧ください。
i なお、日程につきましては Z丁V5ch¥ 

ロここ5二5
［広告］町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

k
記
お
間
い
合
わ
せ
先
に
巾
込
方
法

を
確
認
の
う
え
、

7
月

29n
（
金
）
必

芯
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

応
券
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

▼
集
合
場
所

串
本
洵
中
公
園
セ
ン
タ
ー

マ
そ
の
他

水
着
・
タ
オ
ル
・
軍
子
は
各
自
ご
川

意
く
だ
さ
い
。
シ
ュ
ノ
ー
ケ
ル
用
只
は

無
憤
貸
出
で
き
ま
す
。

ま
た
、
天
候
に
よ
り
延
期
・
中

Ir
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

烹
問
い
合
わ
せ
先

近
畿
地

h
環
境
＊
務
所

熊
野
自
然
保
設
官
事
務
所

〒
6
4
7

—

0
0
4
3

和
歌
山
県
新
宮
市緑

ヶ
斤
2

—

4
_
2
0

ro735_22

—

0342 

無わ
理が

→塁桔
退
中 思退
共 つ職
E て金

誓i‘ は
ま し
瓦た

中退共は、この半世紀で100万社以上に
ご活用いただいている、国の退職金制度です．

1幽薔ilJ..l!↓, 

携
わ
っ
て
い
る
調
停
委
員
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▼

日

時

平
成

23
年
7
月
1
5
日
（
金
）

午
前
10
時
ー
午
後
3
時

串
本
油
易
裁
判
所

て

場

所

▼

内

容

民
事
（
土
地
建
物
・
金
銭
の
貸
伯
・

交
辿
事
故
な
ど
）
に
関
す
る
調
停
の
手

続
き
に
つ
い
て

烹
向
い
合
わ
せ
先

串
本
簡
易
裁
判
所
庶
務
諜

60735

—

62

—

0212 

控立行政法人＂労喜退●金共濱鵬襴
中小企業還職金共済事業本部
T105-8077賣京都港区芝公園1-7-6
TEL (03)3436-0151（代表IFAX(03)3436-0400 

田

今
月
の
納
税

了

税

目

0
固
定
資
産
税

(
2
期）

0
国
民
健
康
保
険
税

(
4
期）

0
介
設
保
険
料

(
1
期）

0
後
期
邸
齢
者
医
療
保
険
料

(
1
期）

▼
納
期
限

8
月
1
日
（
月
）

※
納
期
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、

法
伸
に
よ
り
年
＊
1
4
.
6
％
の
延
滞

金
が
か
か
り
ま
す
。
納
税
は
お
早
め

◎
納
税
に
閃
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
役

場
税
務
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

60735

—

62

—

0586 

（
直
通
）
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Advertising | 

会員利用

入会金 2,100円
プール会員

トレーニング会員

一般利用

プール

高校生以上

小中学生

トレーニング

中学生以上

月会費3,670円
月会費2,270円

840円
310円

520円（中学生は保護者同伴）

営業時間

午前： lO: 00........, 12: 30 
午後： l3: 30........, 21 : 00 
（※日曜日は17:30迄）

休館日：月曜日

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w

.

t
o
w
n
•
k
u
咎
1
m
o
t
o

.

w
a
k
a
y
a
m
a

.

J
p
/

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

k
i
k
a
k
u
z
a
i
s
e
i
@
t
o
w
n
•
k
u
s
h
i
m
o
t
o

.

w
a
k
a
y
a
m
a
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J
p

ジュニアスイミングスクール

月3,320円（週1回）火～土曜日に開講中
※各曜日定員により、希望クラスに添えない場合があります。

詳しくはお問い合わせください。 BスG
一

〒649-3510 串本町サンコ台1060-42
（財）串本町ふるさと振興公社 串本町B&G海洋センター

合 0735-62-5540

【広告】町収入の一部とするにめ有料広告を掲載しています。

古座町役場


